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前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
岡
山

市
九
条
の
会
連
絡
会
の
第
３
回
総

会
と
学
習
・
交
流
会
の
参
加
者

２８
人
の
内
訳
及
び
経
過
報
告
と

総
括
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

参
加
者
の
内
訳
は
、
資
料
（
一
）
の

と
お
り
で
、
数
は
昨
年
と
同
じ
で

す
。
し
か
し
、
参
加
九
条
の
会
が

地
域
別
で
⑨
か
ら
⑥
に
、
分
野
別

に
と
っ
て
は
確
か
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
押

し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
明
治
憲
法
下
で
抑
圧

さ
れ
、
戦
争
に
よ
っ
て
大
き
な
犠

牲
を
払
っ
て
き
た
国
民
の
大
部
分

に
と
っ
て
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
贈
り
物

で
あ
っ
た
」
と
の
見
解
に
、
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ

か
ら
の
贈
り
物
」
は
、
ど
う
か
な
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
石
野
さ
ん

（旭
操
・
富
山
９
条
の
会
）
か
ら
「
女

性
の
権
利
は
ベ
ア
ラ
さ
ん
か
ら
の

贈
り
物
」
で
あ
る
や
土
井
さ
ん

（
岡
山
マ
ス
コ
ミ
九
条
の
会
）
の
「
当

時
の
国
民
の
多
く
が
『
戦
争
の
多

大
の
犠
牲
の
上
に
手
に
し
た
貴
重

な
成
果
』
と
受
け
止
め
、
歓
迎
す

る
気
持
ち
が
強
か
っ
た
」
な
ど
の
発

言
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

経
過
報
告
の
最
後
は
、
「
お
か

や
ま
い
っ
ぽ
ん
」
の
事
務
局
会
議
、

全
体
会
議
に
、
榊
原
代
表
委
員

や
事
務
局
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し

て
、
２
０
１
７
年
４
月
９
日
の
「
お
か

や
ま
い
っ
ぽ
ん
」
一
周
年
記
念
行

事
な
ど
の
成
功
の
た
め
に
、
尽
力

し
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。 

改
憲
勢
力
の
３
分
の
２

体
制
を
打
破
す
る 

岡
山
市
九
条
の
会
連
絡
会
の

一
年
間
の
ま
と
め
（
成
果
・
課
題
・

今
後
の
取
り
組
み
）
資
料
（
二
）
お

よ
び
次
年
度
の
役
員
は
資
料
（
三
）

の
と
お
り
で
す
。 

 
【資料二】 1、連絡会のこの 1年間のまとめ 

(1)成果  

①前年に引き続き、野党共闘をめざし、「安保法制廃止

と立憲主義の回復を求めるおかやまいっぽんの会」とと

もに奮闘した。  

②弁護士九条の会や医師の会などと共同で、講演会な

どの学習会を成功させてきた。 

③岡山市連絡会の横断幕を作成し、スタンディングなど

の宣伝活動に取り組んだ。 

 上記の活動を通じて、9 条をはじめとした日本国憲法

の大切さを再確認し、「憲法を守れ」の世論づくりに貢

献した。 

(2)課題 

①ニュースの発行(3 回) や各種の案内などで、一定の

情報の提供はできたが、各地域九条の会の活動を集約

できず、交流、励ましなどの共同行動が不十分だった。 

②事務局会議は、ほぼ月 1 回程度できたが、全体に広

げる上で、なお一層の努力が必要。 

                    ２面へつづく 

を
約
10
分
間
視
聴
し
ま
し
た
。
今

後
も
共
謀
罪
に
つ
い
て
の
学
習
を

深
め
、
わ
た
し
た
ち
は
「
い
し
ゅ
く

し
ま
せ
ん
」
廃
止
す
る
ま
で
「
あ
き

ら
め
ま
せ
ん
」
と
運
動
を
つ
づ
け
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
（
な

お
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
三
本
事
務
局
に
あ

り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
） 

 事
務
局
会
議
を 

10
回
開
く 

経
過
は
、
事
務
局
会
議
の
資
料

を
も
と
に
「
日
中
お
か
や
ま
」
「
岡

山
民
報
」
な
ど
の
記
事
を
中
心
に

報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
次
の

二
点
を
強
調
し
ま
し
た
。 

一
つ
は
、
２
０
１
６
年
９
月
25
日
に

開
催
さ
れ
た
「
九
条
の
会
」
全
国

交
流
集
会
の
報
告
で
す
。 

九
条
の
会
も
「
一
歩
踏
み
出

し
」
「
市
民
の
力
で
総
選
挙
も
野
党

共
闘
へ
」
な
ど
新
し
い
草
の
根
の
国

民
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
の
必
要

性
が
話
さ
れ
た
こ
と
。
そ
の
た
め

に
12
氏
で
構
成
す
る
世
話
人
が

設
置
さ
れ
た
こ
と
。 

二
つ
に
は
、
２
０
１
７
年
５
月
21
日

に
開
い
た
「
日
本
国
憲
法
の
制
定

経
過
―
押
し
つ
け
憲
法
に
つ
い
て
」

の
学
習
会
の
内
容
で
す
。 

榊
原
代
表
委
員
の
「
日
本
国
憲

法
は
、
明
治
憲
法
下
か
ら
引
き
続

き
温
存
さ
れ
た
日
本
の
支
配
層

【資料一】    参 加 者 内 訳 

 会 の 名 称 参加人数 

地域 

九条の会 

御津九条の会 ４ 

操南九条の会 5 

宇野九条の会 ４ 

興除・妹尾・福田・藤田 

九条の会 
1 

大元・鹿田 9条の会 ３ 

三勲・旭東九条の会 ２ 

分野別 

九条の会 

科学者九条の会 １ 

林 九条の会 ３ 

NPO おかやま人権研究センター

9条の会 
２ 

その他 

国民救援会 １ 

岡山県平和委員会 １ 

岡山市九条の会連絡会事務局 １ 

 

で
⑤
か
ら
③
に
減
っ
て
い
ま
す
。
同

時
に
参
加
者
は
事
務
局
メ
ン
バ
ー

が
所
属
す
る
九
条
の
会
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
「
会
」
を
設
立
し
た
ね

ら
い
で
あ
る
「
連
絡
会
の
輪
を
広

げ
よ
う
！
」
か
ら
す
る
と
課
題
を

残
し
ま
し
た
。 

当
日
、
同
じ
時
間
帯
で
岡
山
市

職
労
主
催
の
「
八
法
亭
み
や
や
っ

岡
山
市
九
条
の
会
連
絡
会 

―
一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
― 

 

こ
」
（
女
性
弁
護
士
）

の
憲
法
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と

も
、
参
加
者
の
数
を

増
や
せ
な
か
っ
た
一

因
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 私
た
ち
は
「
い

し
ゅ
く
し
ま
せ

ん
」 

共
謀
罪
が
７
月

11
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で

「
お
か
や
ま
い
っ
ぽ

ん
」
主
催
の
宮
本
共

同
代
表
と
賀
川
弁

護
士
の
街
頭
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

柳条湖事件８６周年街頭宣伝（皆様ぜひご参加ください） 

９月１８日（月） 午前１１時～１２時 天満屋アリスの広場前 

2426 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

９
月
２１
日
（木
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

小川 

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

が
で
き
、
劉
さ
ん
の
案
内
で
日
の

出
郷
の
中
を
歩
き
ま
し
た
。 

２
年
前
に
小
林
先
生
た
ち
が
訪

問
さ
れ
た
と
き
に
会
っ
て
い
た

人
々
か
ら
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
の
旅
に
唯
一
千
葉
県

か
ら
参
加
さ
れ
た
山
本
さ
ん
は
、

日
本
に
お
け
る
羊
毛
の
歴
史
に
つ

い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
で
す
が
、

か
つ
て
こ
の
龍
爪
屯
に
緬
羊
牧
場

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
さ

れ
ま
し
た
が
、
羊
を
飼
っ
て
い
る
農

家
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 夜

は
日
の
出
郷
の
人
々
９
人
が

私
た
ち
の
ホ
テ
ル
を
訪
ね
て
く
れ

「
中
国
東
北
部
を
訪
ね
日
中
友

好
を
促
進
す
る
旅
」
２
日
目
の
報

告
で
す
。
今
日
は
今
回
の
旅
の
一

番
の
目
的
で
あ
る
龍
爪
開
拓
団
の

跡
地
を
訪
ね
、
現
地
の
人
と
交
流

す
る
日
で
す
。
牡
丹
江
か
ら
林
口

ま
で
バ
ス
で
約
２
時
間
の
移
動
で

す
。
広
大
な
平
原
の
多
く
は
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
畑
で
す
が
、
水
田
も
あ

り
、
牡
丹
江
周
辺
は
黒
竜
江
省
で

は
稲
作
の
中
心
地
と
い
う
こ
と
で

す
。
林
口
市
を
経
由
し
て
龍
爪
開

拓
団
跡
地
に
到
着
し
ま
し
た
。
小

林
先
生
の
生
ま
れ
た
日
の
出
郷
を

訪
ね
る
と
、
ち
ょ
う
ど
売
店
を
経

営
し
て
い
る
劉
さ
ん
に
会
う
こ
と

今
回
の
講
演
は
集
会
所
主
催
、
講

座
生
の
参
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

 

日
本
語
教
室
の
メ
ン
バ
ー 

と

「
残
留
孤
児
」
も
参
加
し
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
で
不
参
加
連
絡
が

数
名
あ
っ
た
そ
う
で
少 

し
残
念
。 

西
森
文
子 

る
集
会
所
で
の
講
演
会
で
し
た
。  

 

総
社
日
本
語
教
室
の
人
た
ち

を
含
め
、
多
く
の
『
残
留
孤
児
』 

を
出
し
た
満
蒙
開
拓
団
の
目
的
。 

幼
い
子
供
が
大
陸
に
取
り
残
さ
れ

五
十
才
近
く
ま
で
訪
日
調
査
す

ら
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。 

加
え

て
未
帰
還
者
と
し
て
「
戦
時
死
亡

宣
告
」
。
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
の
言

葉
や
習
慣
、
就
職(

生
活)

の
苦
労

等
、
満
州
生
ま
れ
の
小
林
事
務
局

長
の
生
い
立
ち
と
並
行
し
な
が
ら

時
代
背
景
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え

た
講
演
で
し
た
。 

若
い
女
性
か
ら

『
引
き
揚
げ 

時
の
港
は
？
』
『
収

容
所
暮
ら
し
、
特
に
食
糧
は
？
』

と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

残
さ
れ
た
子
供
、
引
き
揚
げ
が

か
な
っ
た
子
供
と
の
比
較
か
ら
の

質
問
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

１面からのつづき 

 

③活動停止状態の組織に対して、実情を正確に把握し、必要な

援助をすることができなかつた。 

④各九条の会のスタンディングにもっと積極的に参加する。また、

各九条の会の合同スタンディングを検討する。 

（３）今後の取り組み 

①当面、日本国憲法と自民党憲法草案の学習会を各九条の会

を中心に組織していく。 

②連絡会は、年 2 回の交流会を行う。1 回は学習会、もう 1 回は

総会とする。 

③事務局会議(代表委員と事務局員で構成)を定例化し年１０回

程度開催する。また連絡会ニュースを年 6回発行する。 

④「憲法改正」阻止、憲法の完全実施をめざし、いっぽんんの会

や弁護士九条の会などの諸団体と共同・連帯した活動を強め、

改憲勢力の３分の２体制を打破する。 

⑤全国・県の九条の会との連携を強化する。 

⑥「安倍９条改憲 NO!全国市民アクション」（２０１７年８月３１日結

成）の提起する３０００万人署名などの諸行動のとりくみ、「憲法改

正の発議そのものをさせない世論」を作っていきます。 

⑦財政は当面、寄付金で賄う。 

 

【資料三】  役 員 

·代表委員  

岩間一雄 榊原 精 大智豊 石野洋子 緋田美代子 

·事務局員 

小林軍治 宇野武夫 木村周二 三戸康生 管木智子 正清松男 

 

て
、
夕
食
を
共
に
し
な
が
ら
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。
最
初
は
な
か
な

か
料
理
に
も
手
を
付
け
ず
、
硬
い

雰
囲
気
で
し
た
が
、
少
し
お
酒
が

入
っ
て
く
る
と
硬
さ
も
ほ
ぐ
れ
、

会
話
が
弾
み
ま
し
た(

も
ち
ろ
ん

通
訳
を
通
し
て
で
す
が)

。
会
話
の

な
か
で
「
こ
の
交
流
を
次
世
代
に

も
つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と
い
う
話
が

出
て
、
小
林
先
生
も
「
次
は
息
子

を
連
れ
て
こ
な
け
れ
ば
」
と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
記
念

写
真
を
撮
っ
て
お
別
れ
し
ま
し
た

が
、
大
変
有
意
義
な
ひ
と
時
で
し

た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 

 

総
社
市
常
盤
集
会
所
主
催  

―
戦
争
体
験
の
お
話
― 

 

八
月
七
日
、
総
社
市
で
『
中 

国
「
残
留
日
本
人
孤
児
」
の
過
去

·

现
在·

未
来=

 

「
生
涯
友
達

で
い
よ
う
ね
」
に
こ
た
え
て
』 

と
題

し
て
、
小
林
軍
治
事
務
局
長
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

総
社
日
本
語
教
室
は
同
集
会

所
を
借
り
て
十
二
年
前
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭
で
は
残

留
孤
児
関
係
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、 

「
残
留

孤
児
」
の
高
見
さ
ん
や
赤
澤
さ

ん
、
今
は
亡
き
富
岡
さ
ん
の
体
験

講
演
を
開
催
、
「
ば
ら
寿
司
」
作

り
を
講
座
生
が
教
え
て
く
れ
た
り

と
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

太極拳講習会でビアガーデン 

 夏といえば、海に花火にビアガーデン。 

というわけで、太極拳のメンバーで天満屋の星空ビアガーデンに行

ってきました。 

 集まったのは６人、今の太極拳のメンバーの過半数？ 一時に比

べると人数は減っていますが、一つのテーブルで収まるので親交を

深めるにはいいくらいの人数かも。 

 太極拳の話をしたり、太極拳の講座が以前どんな感じだったのか

の話をしたりと、和やかに楽しみました。普段の講習会では練習が

メインになるので、たくさんいろいろな話ができる時間はとても貴重

でした。 

小川涼子 

中
国
東
北
部
を
訪
ね
て
日
中
友
好
を
促
進
す
る
旅 

二
日
目 

 

犬
飼 

繁 


